


一 般 会 計 補 正 予 算
６ ９ ９ ０ 万 ８ 千 円 を 可 決

　歳入において特記することは、財政調整基金（貯金）から5699万９千円を充ててい

ることである。また、JA西春日井合併40周年にあたり、農業振興のための寄附金30

万円を受けた。

　さらに、ふるさと寄附金（匿名）10万円をまちづくりに活用する。

　一方、歳出においては、名

古屋空港の利用が順調に進展

し、本年は20％増の利用者

があり、補助金160万円の増

額を見込んだ。また、国民健

康保険特別会計への財政支援

として、1992万８千円を繰

出金として支出する。

　また、語学支援員１名増員

　平成27年第４回定例会が、11月30日から12月11日までの12日間開かれた。

道路線の認定、税条例の一部改正など、20議案が審議され、すべて可決された。

委員会に付託された陳情４件は、不採択となった。

など、教育費は693万８千円増額

補正した。

　財政調整基金（貯金）は、27年

度当初の10億3061万１千円が、

現在高８億9734万３千円と目減り

した。

教育費も増額された

新しく認定された町道
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審 議 結 果

　

豊
山
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

改
正
に
よ
っ
て
、
保
険
税
の
減
免
を
受
け

る
た
め
の
申
請
書
に
、
住
所
、
氏
名
だ
け

で
な
く
、
個
人
番
号
も
記
載
す
る
よ
う
に

な
る
。
こ
の
個
人
番
号
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

制
度
に
規
定
す
る
個
人
番
号
で
あ
る
。
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
、
個
人
情
報
流
出
の

リ
ス
ク
や
徴
税
強
化
に
つ
な
が
る
恐
れ
が

あ
る
。
そ
の
た
め
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

に
規
定
す
る
個
人
番
号
の
記
載
に
賛
成
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
。

反 

対

山
本
亮
介
議
員

　

国
民
健
康
保
険
税
の
減
免
、
介
護
保
険

料
の
猶
予
、
減
免
を
受
け
る
際
に
、
個
人
番

号
を
明
記
す
る
こ
と
で
、
添
付
書
類
等
の

省
略
が
可
能
に
な
る
。
ま
た
、
申
請
期
限
を

「
支
払
日
の
前
７
日
」
か
ら
「
支
払
日
」
ま

で
に
改
め
ら
れ
る
こ
と
は
、
減
免
申
請
者

等
に
有
利
な
改
正
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
原
案

に
賛
成
す
る
。

賛 

成

岩
村
み
ゆ
き
議
員

国民健康保険税条例・介護保険条例の改正

賛成８反対１で可決！

議　　案 審議結果
平成 27 年度一般会計補正予算（第３号） 全員賛成　　　　可決
平成 27 年度国民健康保険特別会計補正予算

（第２号） 全員賛成　　　　可決

平成 27 年度介護保険特別会計補正予算
（第２号） 全員賛成　　　　可決

平成 27 年度公共下水道事業特別会計補正予算
（第２号） 全員賛成　　　　可決

公の施設の区域外設置 全員賛成　　　　可決

道路線の廃止 全員賛成　　　　可決

道路線の認定 全員賛成　　　　可決

税条例等の改正 全員賛成　　　　可決

国民健康保険税条例及び介護保険条例の改正 賛成８　反対１　可決 

心身障害者手当支給条例の改正 全員賛成　　　　可決

消防団員等公務災害補償条例及び議会の議員
その他非常勤の職員の公務災害補償等に関す
る条例の改正

全員賛成　　　　可決

西春日井広域事務組合規約の変更 全員賛成　　　　可決

平成 27 年度一般会計補正予算（第４号） 全員賛成　　　　可決
平成 27 年度国民健康保険特別会計補正予算

（第３号） 全員賛成　　　　可決

平成 27 年度後期高齢者医療特別会計補正予算
（第２号） 全員賛成　　　　可決

平成 27 年度公共下水道事業特別会計補正予算
（第３号） 全員賛成　　　　可決

公の施設の区域外設置 全員賛成　　　　可決

行政境界に係る道路の管理 全員賛成　　　　可決

議会の会議に関する規則の改正 全員賛成　　　　可決

議会傍聴規則の改正 全員賛成　　　　可決

国
民
健
康
保
険
税
条
例
お
よ
び
介
護

保
険
条
例
の
一
部
改
正

問	

申
請
書
に
個
人
番
号
を
書
か
な
い
場

合
は
。

答	

所
得
証
明
書
な
ど
様
々
な
添
付
書
類

が
必
要
に
な
る
。

質
疑
あ
れ
こ
れ

補
正
予
算

　
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

問	

現
在
の
医
療
請
求
額
と
補
正
額
は
何

カ
月
分
を
想
定
し
て
い
る
の
か
。

答	

医
療
請
求
は
10
月
分
ま
で
来
て
い
る
。

補
正
額
は
半
年
分
の
実
績
を
考
え
て
い

る
。

とよやま議会だより　No.135　平成28年2月1日3

定
例
会
あ
れ
こ
れ

ト
ピ
ッ
ク
ス

一
般
質
問

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

視
察
報
告

議
会
用
語

追

跡



ト ピ ッ ク スト ピ ッ ク ス

53年ぶりに飛んだ
国産機MRJ

開
発
が
進
め
ら
れ
て
い
る
国
産
ジ
ェ
ッ
ト
旅

客
機
「
Ｍ
Ｒ
Ｊ
（
三
菱
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
ジ
ェ
ッ

ト
）」。

11
月
11
日
、
赤
、
黒
、
金
の
ラ
イ
ン
が
描
か

れ
た
真
っ
白
な
機
体
が
青
空
に
飛
び
立
っ
た
。

待
望
の
初
飛
行
に
成
功
し
、
現
在
、

２
０
１
７
年
の
初
号
機
導
入
を
目
指
し
て
飛
行

試
験
が
重
ね
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
が
、
残
念

な
知
ら
せ
も
聞
こ
え
て
く
る
。

国
産
旅
客
機
の
初
飛
行
は
戦
後
初
の
プ
ロ
ペ

ラ
旅
客
機
Ｙ
Ｓ
11
以
来
、
53
年
ぶ
り
。

２
０
０
８
年
の
事
業
化
か
ら
７
年
、
こ
の
初

飛
行
に
日
本
中
が
湧
い
た
こ
と
は
、
ま
だ
記
憶

に
新
し
い
。

県
営
名
古
屋
空
港
の
滑
走
路
か
ら
離
陸
し
た

瞬
間
、
ス
タ
ッ
フ
や
見
学
者
か
ら
歓
喜
の
声
が

上
が
っ
て
い
た
。

初
飛
行
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
を
務
め
た
安
村
佳
之

（
や
す
む
ら　
よ
し
ゆ
き
）
機
長
は
「
離
陸
速

度
に
達
し
た
ら
飛
行
機
が『
飛
び
た
い
』と
言
っ

て
い
る
よ
う
な
感
じ
で
、
フ
ワ
ッ
と
浮
き
上
が

り
ま
し
た
」
と
笑
み
を
浮
か
べ
な
が
ら
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
受
け
て
い
た
の
は
印
象
的
だ
。

そ
の
初
飛
行
を
助
け
た
の
は
、
同
じ
空
港
内

に
隣
接
す
る
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
（
宇
宙
航
空
研
究
開
発

機
構
）
で
あ
る
。

実
験
用
航
空
機
「
飛
翔
」
が
、
天
候
偵
察
を

行
っ
た
ほ
か
、
航
空
自
衛
隊 

岐
阜
基
地
所
属
の

練
習
機
「
Ｔ
４
」、
三
菱
重
工
業
の
「
ビ
ー
チ 

４
０
０
」
が
随
伴
機
と
し
て
と
も
に
フ
ラ
イ
ト

し
た
。

三
位
一
体
の
飛
行
は
、
大
変
か
っ
こ
よ
く
飛

行
技
術
力
も
大
変
す
ご
い
と
感
じ
ら
れ
る
も
の

で
あ
っ
た
。

早
く
大
空
へ
飛
ん
で
欲
し
い
が
、
や
は
り
安

全
面
を
最
大
優
先
す
る
日
本
人
気
質
が
そ
う
さ

せ
る
の
で
あ
ろ
う
。
プ
ロ
ペ
ラ
旅
客
機
Ｙ
Ｓ
11

以
来
、
半
世
紀
が
た
ち
、
今
は
、
初
産
の
生
み

の
苦
し
み
と
い
っ
た
と
こ
ろ
か
。

最
後
に
三
菱
航
空
機
が
Ｍ
Ｒ
Ｊ
の
武
器
と
し

て
掲
げ
て
い
る
の
が
、
従
来
の
同
型
ジ
ェ
ッ
ト

機
と
比
較
し
て
20
％
以
上
優
れ
て
い
る
と
い
う

燃
費
性
能
や
機
内
の
快
適
性
だ
。

そ
の
実
力
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
に
も
、
い

ち
早
い
飛
行
の
実
現
が
待
た
れ
る
。
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岡島 政信 議員

Ｑ・食育の推進について問う

よりよい町政へ

Ａ・大人にも食育情報などをＰＲし、
広めていく

よりよい町政へ

　

春
日
井
市
東
部
調
理
場

を
視
察
研
修
し
た
。私
は
、

安
全
で
安
心
し
て
食
べ
ら

れ
る
食
生
活
に
つ
い
て
考

え
さ
せ
ら
れ
た
。

　

そ
こ
で
、
次
の
内
容
に

つ
い
て
問
う
。

Q
保
護
者
の
方
に

「
家
庭
が
食
育
に

お
い
て
、
重
要
な
役
割
を

有
し
て
い
る
こ
と
」
を
認

識
し
て
も
ら
う
場
は
あ
る

の
か
。
ま
た
、
朝
の
欠
食

の
調
査
は
し
て
い
る
か
。

A
教
育
委
員
会
事
務
局
長

　

親
子
ふ
れ
あ
い
給
食
を

始
め
、
学
校
保
健
委
員
会

の
行
事
等
に
参
加
し
、
保

護
者
に
食
育
に
つ
い
て
の

理
解
を
深
め
て
も
ら
う
機

会
を
設
け
て
い
る
。

　

朝
食
を
と
ら
な
い
児

童
・
生
徒
は
、
小
学
校

６
％
、
中
学
校
８
％
。
引

き
続
き
、
０
％
に
向
け
、

指
導
し
て
い
く
。

A
生
活
福
祉
部
長

　

保
護
者
が
給
食
試
食
会

に
出
席
し
、
講
習
会
を
受

け
さ
ら
に
、
食
育
を
テ
ー

マ
し
た
地
域
交
流
会
を
実

施
し
て
理
解
を
深
め
て
い

る
。Q

生
産
者
の
分
か
っ

た
食
材
、
身
体
に

悪
影
響
の
な
い
食
材
を
、

子
ど
も
た
ち
に
提
供
し
て

い
る
と
思
う
。
そ
こ
で
、

食
の
安
全
対
策
は
、
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

A
生
活
福
祉
部
長

　

産
地
の
確
認
、
業
者
か

ら
の
納
入
時
に
、
色
、
に

お
い
な
ど
を
目
視
で
確
認

し
て
い
る
。
必
要
に
応
じ

て
、
納
入
業
者
か
ら
検
査

証
明
書
等
の
提
示
を
求

め
、
安
全
の
確
認
を
行
い

食
材
の
使
用
確
保
に
努
め

て
い
る
。

A
教
育
委
員
会
事
務
局
長

　

保
育
園
で
実
施
し
て
い

る
対
策
の
他
、
地
産
地
消

の
観
点
か
ら
地
元
お
よ
び

愛
知
県
産
、
愛
知
県
以
南

産
の
食
材
使
用
に
努
力
し

て
い
る
。

Q
₁₁
月
₂₀
日
の
新

聞
紙
上
で
、
親
が

子
ど
も
に
サ
プ
リ
メ
ン
ト

を
与
え
、
弊
害
が
出
て
い

る
内
容
の
記
事
が
あ
っ

た
。

　

大
人
の
食
育
は
あ
ま
り

広
ま
っ
て
い
な
い
よ
う
に

感
じ
る
。
大
人
へ
の
教
育

の
推
進
を
し
て
い
く
考
え

は
な
い
か
。

A
生
活
福
祉
部
長
、

　

教
育
委
員
会
事
務
局
長

　

保
護
者
へ
の
Ｐ
Ｒ
は
、

保
育
園
及
び
様
々
な
学
校

行
事
の
中
で
給
食
お
よ
び

各
行
事
を
通
し
て
、
保
護

者
等
多
く
の
方
に
広
め
て

い
く
。

　

ま
た
、保
育
園
だ
よ
り
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
広
報
、

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
通
じ

て
、
食
育
情
報
を
Ｐ
Ｒ
し

て
い
く
。

＼一般質問／

Q A& よりよい町政へ

おいしい給食ありがとう

とよやま議会だより　No.135　平成28年2月1日5

定
例
会
あ
れ
こ
れ

ト
ピ
ッ
ク
ス

一
般
質
問

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

視
察
報
告

議
会
用
語

追

跡



服部 正樹 議員

Ｑ・寡婦（夫）控除のみなし適用を
Ａ・法改正に合わせて対応する

Q
当
町
に
お
け
る
非

婚
の
母
子
・
父
子

家
庭
の
現
状
は
。

A
生
活
福
祉
部
長

　

国
、
県
、
町
の
各
種
手

当
の
支
給
状
況
か
ら
、
支

給
対
象
者
は
、
母
子
・
父

子
家
庭
合
計
１
７
１
件
の

う
ち
、
非
婚
者
は
₁₀
件
。

　

寡
婦
︵
夫
︶
控
除
の
み

な
し
適
用
の
該
当
者
は
い

な
い
。Q

当
町
の
非
婚
の
母

子
・
父
子
家
庭
の

保
育
料
算
定
や
公
共
住
宅

利
用
等
の
現
状
は
。

A
生
活
福
祉
部
長

　

対
象
児
童
の
保
護
者
、

祖
父
母
等
を
含
む
世
帯
全

員
の
市
町
村
民
税
所
得
割

額
を
基
に
し
た
各
階
層
区

分
で
算
定
す
る
。

A
産
業
建
設
部
長

　
「
公
営
住
宅
法
施
行
令
」

に
定
め
ら
れ
た
、
所
得
税

法
を
参
考
に
控
除
が
設
け

ら
れ
て
い
る
。
特
別
な
理

由
が
あ
れ
ば
「
町
営
住
宅

家
賃
減
免
事
務
取
扱
要

綱
」
に
よ
り
、
家
賃
を
減

額
す
る
。

Q
当
町
の「
寡
婦︵
夫
︶

控
除
の
み
な
し
適

用
」導
入
に
対
す
る
考
え
は
。

A
産
業
建
設
部
長

　
「
公
営
住
宅
法
施
行
令
」

の
改
正
に
よ
り
、
平
成
₂₉

年
４
月
か
ら
、
家
賃
計
算

に
寡
婦
︵
夫
︶
控
除
を
適

用
す
る
。

A
生
活
福
祉
部
長

　

当
町
で
は
、
独
自
の
福

祉
施
策
を
手
厚
く
実
施
し

て
い
る
。
し
か
し
、
公
営

Q
地
方
創
生
を
、
ど

の
よ
う
に
受
け
止

め
て
い
る
か
。

A
総
務
部
長

　

人
口
減
少
、
超
高
齢
化

社
会
を
見
据
え
た
戦
略
を

策
定
す
る
こ
と
が
重
要
と

受
け
と
め
て
い
る
。

Q
現
在
の
人
口
の
現

状
分
析
、
将
来
展

望
は
。

A
総
務
部
長

　

２
０
２
０
年
ま
で
増

加
し
、
そ
れ
以
降
減
少

に
転
じ
る
見
込
み
。
少

住
宅
法
施
行
令
の
一
部
改

正
を
受
け
、
福
祉
施
策
に

も
拡
大
さ
れ
る
こ
と
が
考

え
ら
れ
る
。

　

国
の
動
向
を
注
視
し
、

法
改
正
に
あ
わ
せ
て
適
切

な
対
応
を
と
っ
て
い
く
。

子
高
齢
化
を
緩
和
し
、

２
０
６
０
年
の
人
口
約

１
万
６
０
０
０
人
を
見
込

ん
で
い
る
。

Q
地
方
版
総
合
戦
略

の
目
標
設
定
と
具

体
的
施
策
の
選
定
、
計
画

実
行
の
プ
ラ
ン
の
進
め
方

は
。A

総
務
部
長

　

専
門
分
野
か
ら
意
見
を

聞
き
、
国
の
示
す
４
つ
の

基
本
目
標
に
沿
っ
て
、
平

成
₂₈
年
度
か
ら
本
プ
ラ
ン

の
実
行
に
移
る
。

Q
近
隣
市
町
と
の
連

携
や
調
整
な
ど
の

考
え
は
。

A
総
務
部
長

　

総
合
戦
略
は
、
自
治
体

が
地
域
特
性
を
活
か
し
、

日
本
全
体
の
活
力
を
維
持

し
よ
う
と
す
る
も
の
。
他

市
町
と
連
携
・
調
整
が
必

要
と
な
る
可
能
性
も
あ
る

が
、
Ｍ
Ｒ
Ｊ
最
終
組
み
立

て
地
、
県
営
名
古
屋
空
港

の
立
地
と
本
町
の
特
性
を

活
か
し
た
総
合
戦
略
と
し

て
い
く
。

＼一般質問／

Q A&

Ｑ
・ 「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
」
に
つ
い
て
聞
く

Ａ
・ 

雇
用
、
子
育
て
、
人
口
減
少
な
ど
総
力

を
あ
げ
て
取
り
組
む
テ
ー
マ
で
あ
る
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TOYOYAMA
粟田 昌子 議員

Ｑ・公共施設の和式トイレに
手すりの設置を

Ａ・設置する

Q
役
場
の
１
階
か
ら

４
階
ま
で
の
ト
イ

レ
は
、
男
女
と
も
に
同
じ

形
態
か
。

A
総
務
部
長

　

男
女
共
通
の
形
態
で

あ
る
。

　

１
階
は
和
式
ト
イ
レ
２

つ
、
洋
式
ト
イ
レ
１
つ
。

２
階
か
ら
４
階
は
和
式
ト

イ
レ
、
洋
式
ト
イ
レ
各
１

つ
ず
つ
。
男
女
共
通
の
障

が
い
者
用
ト
イ
レ
も
１
つ

ず
つ
設
置
し
て
あ
る
。

Q
和
式
ト
イ
レ
に
手

す
り
が
設
置
さ
れ

て
い
な
い
理
由
は
。

A
総
務
部
長

　

建
築
時
の
法
令
や
愛
知

県
の
施
設
整
備
基
準
に
基

づ
い
た
設
計
、
建
築
の
た

め
、
和
式
ト
イ
レ
に
手
す

り
を
設
置
し
て
い
な
い
。

Q
保
健
セ
ン
タ
ー
の

３
階
、
４
階
の

和
式
ト
イ
レ
に
は
男
女
と

も
に
手
す
り
が
あ
る
が
、

１
階
、２
階
の
ト
イ
レ
は
。

A
生
活
福
祉
部
長

　

手
す
り
は
、
設
置
し
て

あ
る
。Q

「
ひ
ま
わ
り
」
に

は
、
和
式
ト
イ
レ

が
な
く
洋
式
ト
イ
レ
が
２

つ
あ
る
。
理
由
は
。

A
生
活
福
祉
部
長

　

旧
伊
勢
山
保
育
園
の
再

利
用
で
、
構
造
上
の
制
約

が
あ
っ
た
。
障
が
い
者
や

高
齢
者
が
、
安
心
し
て
使

用
で
き
る
設
備
や
仕
様
を

最
優
先
し
た
。

Q
社
教
セ
ン
タ
ー
の

１
階
女
子
和
式
ト

イ
レ
に
手
す
り
は
あ
る

が
、
１
階
男
子
ト
イ
レ
や

２
階
、
３
階
の
ト
イ
レ
に

は
設
置
さ
れ
て
い
な
い
。

そ
の
理
由
は
。

A
教
育
委
員
会
事
務
局
長

　

利
用
者
が
便
器
へ
の
給

水
管
を
手
す
り
と
し
た
た

め
に
給
水
管
が
変
形
し
、

濾
水
が
頻
繁
に
発
生
し

た
。
そ
の
た
め
に
、
こ
の

ト
イ
レ
の
み
に
手
す
り
を

設
置
し
た
。

Q
新
栄
供
用
施
設
の

和
式
ト
イ
レ
に
は
、

手
す
り
が
設
置
さ
れ
て
い

る
。
他
の
供
用
施
設
の
ト

イ
レ
に
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

A
教
育
委
員
会
事
務
局
長

　

新
栄
供
用
施
設
は
、
平

成
₁₇
年
度
に
建
築
。
₁₆
年

度
に
県
の
条
例
が
改
正
さ

れ
、
新
た
な
基
準
に
基
づ

き
、手
す
り
を
設
置
し
た
。

他
の
供
用
施
設
は
、
₁₆
年

度
以
前
の
建
築
の
た
め
、

設
置
さ
れ
て
い
な
い
。

Q
高
齢
社
会
。
ト
イ

レ
に
手
す
り
設
置

は
、
大
事
な
配
慮
。

　

本
庁
舎
か
ら
、
設
置
を

始
め
て
は
ど
う
か
。

A
総
務
部
長

　

法
令
改
正
等
の
趣
旨
に

鑑
み
、手
す
り
を
設
置
す
る
。

＼一般質問／

Q A&

手すりがあると助かります
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大口 司郎 議員

Ｑ・空港の利・活用について聞く
Ａ・様々な活用を目指す

Q
「
空
港
が
あ
る
ま

ち
」
か
ら
「
空
港

を
活
用
す
る
ま
ち
」
へ
の

新
し
い
ア
イ
デ
ア
か
、
現

政
策
の
充
実
等
の
進
展
は

あ
っ
た
か
。

A
理
事

　

Ｆ
Ｄ
Ａ
の
運
航
や
Ｍ
Ｒ

Ｊ
の
生
産
拠
点
、
航
空
機
の

展
示
拠
点
施
設
な
ど
に
よ
り

様
々
な
機
能
や
役
割
が
期
待

さ
れ
る
名
古
屋
空
港
。

　

そ
の
空
港
を
活
用
し

て
、
ま
ち
の
活
性
化
や
魅

力
向
上
に
つ
な
げ
て
い
く

た
め
、
基
盤
整
備
や
利
用

促
進
な
ど
の
取
り
組
み
を

進
め
て
い
る
。

Q
Ｍ
Ｒ
Ｊ
関
連
企
業

の
当
町
へ
の
集
積

情
報
と
見
込
み
は
。

A
理
事

　

Ｍ
Ｒ
Ｊ
は
、
三
菱
の
既

存
工
場
等
を
活
用
し
て
、

部
品
の
製
造
・
組
み
立
て

等
を
行
い
、
現
在
町
内
に

建
設
中
の
新
工
場
で
最
終

組
み
立
て
を
行
う
こ
と
に

な
る
。
部
品
メ
ー
カ
ー
は

既
存
工
場
に
ア
ク
セ
ス
し

や
す
い
場
所
に
集
積
し
、

本
町
に
は
三
菱
航
空
機
と

三
菱
重
工
業
が
既
に
立
地

し
て
い
る
。

　

こ
の
た
め
、
こ
れ

以
上
、
Ｍ
Ｒ
Ｊ
の
部

品
メ
ー
カ
ー
が
本
町

に
立
地
す
る
見
込
み

は
な
い
と
考
え
て
い

る
。Q

愛
知
県
の
展

示
施
設
に
つ

い
て
、
町
の
考
え
方

や
要
望
を
県
に
届
け

る
こ
と
が
大
切
だ
と

思
う
が
。

A
理
事

　

県
の
展
示
施
設

は
、
平
成
₂₈
年
３
月

ま
で
を
目
途
に
、
施

設
の
実
施
設
計
と
展

示
物
な
ど
の
基
本
設

計
が
行
わ
れ
て
い
る
。

展
示
施
設
は
、
Ｍ
Ｒ

Ｊ
の
最
終
組
立
工
場

や
航
空
館
ｂ
ｏ
ｏ
ｎ

や
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
な
ど
と

の
連
携
に
よ
り
、
空

港
全
体
を
フ
ィ
ー
ル
ド

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
し
て
活

用
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　

町
と
し
て
は
、
展
示
施

設
に
町
内
外
か
ら
多
く
の

方
に
来
て
い
た
だ
く
よ

う
、
県
や
関
係
機
関
と
連

携
を
密
に
し
て
い
く
。

＼一般質問／

Q A&

さまざまな役割が期待される名古屋空港
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TOYOYAMA
岩村 みゆき 議員

Ｑ・新しい介護保険による
日常生活支援総合事業は

Ａ・28年度より実施する

Q
介
護
保
険
制
度
が

改
正
さ
れ
全
国
一

律
の
予
防
給
付
を
市
町
村

が
取
り
組
む
地
域
支
援
事

業
に
移
行
さ
れ
、
民
間
企

業
、
住
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
よ
る
多
様
な
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
が
可
能
に
な
っ

た
。
こ
の
新
し
い
総
合
事

業
の
取
り
組
み
は
、
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

A
生
活
福
祉
部
長

　

平
成
₃₀
年
度
ま
で
に
新

た
に
介
護
予
防
、
日
常
生

活
支
援
総
合
事
業
を
実
施

す
る
こ
と
が
、
義
務
付
け

ら
れ
た
。

　

豊
山
町
は
、
₂₈
年
度
よ

り
実
施
す
る
。

Q
新
し
い
こ
と
は
、
何

か
考
え
て
い
る
か
。

A
生
活
福
祉
部
長

　

訪
問
介
護
で
は
、掃
除
、

買
物
等
の
簡
易
な
家
事
援

助
サ
ー
ビ
ス
を
、
通
所
介

護
で
は
、
短
時
間
の
ミ
ニ

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
地
域
サ

ロ
ン
を
検
討
し
て
い
る
。

Q
体
制
強
化
の
た
め

に
は
、
人
材
の
確

保
、
発
掘
、
育
成
が
必
要

で
は
。

A
生
活
福
祉
部
長

　

重
要
と
考
え
て
い
る
。

社
会
福
祉
協
議
会
や
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
な
ど

と
連
携
し
、人
材
の
発
掘
、

育
成
に
取
り
組
む
。

Q
生
活
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と

協
議
体
を
設
置
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
が
、
進
捗

状
況
は
。

A
生
活
福
祉
部
長

　

来
年
度
か
ら
の
設
置
に

向
け
、準
備
を
進
め
て
い
る
。

Q
委
員
会
で
、
い
な

べ
市
の
「
元
気
づ

く
り
シ
ス
テ
ム
」
を
視
察

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　

介
護
予
防
、
生
き
が
い

づ
く
り
、
引
き
こ
も
り
予

防
、
さ
ら
に
は
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
絆
も
で
き

る
素
晴
ら
し
い
シ
ス
テ
ム

で
あ
っ
た
。

　

豊
山
町
に
も
ぜ
ひ
、
取

り
入
れ
て
ほ
し
い
。
こ
の

シ
ス
テ
ム
の
導
入
マ
ネ
ー

ジ
メ
ン
ト
を
活
用
し
て
は

ど
う
か
。

A
生
活
福
祉
部
長

　

育
成
手
法
は
評
価
す
る

が
、
新
し
い
総
合
事
業
を
確

立
さ
せ
る
こ
と
が
最
優
先
。

　

今
の
と
こ
ろ
、
活
用
す
る

考
え
は
持
っ
て
い
な
い
。

＼一般質問／

Q A&

豊山でもやってほしいな

Ｑ
・
い
な
べ
市
の

「
元
気
づ
く
り
シ
ス
テ
ム
」
の
活
用
を

Ａ
・
今
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
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査
し
た
の
か
。
ま
た
、
す
る

気
は
あ
る
の
か
。

A
産
業
建
設
部
長

　

人
口
が
増
加
傾
向
に
あ

る
こ
と
と
、
航
空
産
業
の

集
積
に
伴
い
、
該
当
す
る

空
き
家
が
見
受
け
ら
れ
な

い
と
認
識
し
て
い
る
。
調

査
を
し
た
こ
と
は
な
い
し
、

今
後
も
調
査
す
る
必
要
は

な
い
と
判
断
し
て
い
る
。

　

平
成
₂₇
年
５
月
₂₆
日

の
新
聞
報
道
に
よ
る
と
、

国
の
空
き
家
対
策
の
特

別
措
置
法
が
全
面
施
行

さ
れ
た
。
全
国
に
は
、

８
２
０
万
戸
︵
平
成
₂₅
年

₁₀
月
時
点
︶
の
空
き
家
が

あ
り
、
放
置
さ
れ
た
空
き

家
は
、
３
１
８
万
戸
も
あ

る
。

　

危
険
性
の
あ
る
空
き
家

は
、
強
制
撤
去
も
可
能
で

あ
る
が
、
内
容
と
当
町
の

現
状
を
問
う
。

Q
空
き
家
の
法
律
と

は
、
ど
の
よ
う
な

内
容
か
。

A
産
業
建
設
部
長

　

適
切
な
管
理
が
さ
れ
て

な
く
安
全
性
の
低
下
、
公

衆
衛
生
の
悪
化
等
を
及
ぼ

す
空
き
家
に
対
し
て
、
修

繕
を
勧
告
し
た
り
強
制
撤

去
も
可
能
と
し
て
い
る
。

Q
「
特
定
空
家
等
」

と
は
、
ど
の
よ
う

な
内
容
か
。

A
産
業
建
設
部
長

　

そ
の
ま
ま
放
置
す
れ
ば

倒
壊
等
、
著
し
く
保
安
上

危
険
と
な
る
恐
れ
の
あ
る

状
態
ま
た
は
、
著
し
く
衛

生
上
有
害
と
な
る
恐
れ
の

あ
る
状
態
、
そ
の
他
、
周

辺
の
生
活
環
境
の
保
全
を

図
る
た
め
に
、
放
置
す
る

こ
と
が
不
適
切
で
あ
る
状

態
に
あ
る
と
認
め
ら
れ
る

空
き
家
等
を
言
う
。

Q
「
特
定
空
家
等
」

に
お
け
る
固
定
資

産
税
の
措
置
は
ど
う
か
。

A
産
業
建
設
部
長

　

居
住
用
家
屋
の
敷
地
に

つ
い
て
は
、「
住
宅
用
地

に
対
す
る
固
定
資
産
税
等

の
課
税
標
準
の
特
例
」
と

し
て
、
課
税
標
準
額
を
最

大
６
分
の
１
に
す
る
特
例

措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る

が
、「
特
定
空
家
等
」
と

認
定
さ
れ
れ
ば
、
対
象
か

ら
除
外
さ
れ
、
最
大
で
６

倍
の
固
定
資
産
税
が
賦
課

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

Q
改
め
て
空
き
家
の

確
認
と
状
態
を
調

＼一般質問／

Q A&
熊沢 直紀 議員

Ｑ・空き家対策を聞く
Ａ・該当する空き家が見受けられない

安全な対策をのぞむ
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TOYOYAMA
山本 亮介 議員

Ｑ・F35整備拠点に対する見解は
Ａ・具体的な動きは見えない

Q
Ｆ
₃₅
ス
テ
ル
ス
戦

闘
機
の
整
備
拠
点

が
、
三
菱
重
工
小
牧
南
工

場
に
２
０
１
８
年
初
期
ま

で
に
整
備
さ
れ
る
。

　

日
本
の
次
期
主
力
戦
闘
機

と
し
て
、
₄₂
機
の
整
備
・
採

算
が
予
定
さ
れ
て
い
る
だ
け

で
な
く
、
在
日
米
軍
や
韓
国

が
導
入
す
る
Ｆ
₃₅
に
つ
い
て

も
、
整
備
さ
れ
る
可
能
性
が

高
い
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ま

で
と
は
明
ら
か
に
性
質
の
異

な
る
も
の
で
あ
り
、
見
過
ご

せ
な
い
。

　

ま
た
、
Ｆ
₃₅
が
整
備
の

た
め
に
飛
来
し
、
空
港
で

の
離
発
着
が
増
え
る
。
内

外
で
の
事
故
の
リ
ス
ク
の

増
加
や
騒
音
な
ど
が
懸
念

さ
れ
る
。

　

Ｆ
₃₅
の
整
備
拠
点
に
つ

い
て
、
当
局
の
見
解
は
。

A
産
業
建
設
部
長

　

最
先
端
の
戦
闘
機
技
術

や
ノ
ウ
ハ
ウ
に
接
す
る
こ

と
が
で
き
、
高
い
レ
ベ
ル

の
技
術
集
積
に
つ
な
が
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
現

段
階
で
は
、
具
体
的
な
動

き
が
見
え
て
い
な
い
の
で
、

当
町
へ
の
影
響
に
つ
い
て

は
申
し
上
げ
ら
れ
な
い
。

Q
今
後
、
豊
山
町
に

影
響
を
与
え
る
の

で
、
説
明
を
求
め
て
い
く
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

A
産
業
建
設
部
長

　

国
の
技
術
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
個
別

の
役
割
を
担
う
こ
と
は
、

有
意
義
と
考
え
る
。

　

Ｆ
₃₅
が
ど
の
よ
う
な
枠

組
み
で
製
造
さ
れ
る
か
、

整
備
拠
点
が
安
全
保
障
上

ど
の
よ
う
な
役
割
を
担
う

か
、
具
体
化
さ
れ
て
い
な

い
現
段
階
で
は
、
説
明
を

求
め
る
考
え
は
な
い
。

Q
障
害
者
週
間
に

は
、
ど
の
よ
う
な

取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い

る
か
。

A
生
活
福
祉
部
長

　

庁
舎
に
懸
垂
幕
を

掲
げ
、
ロ
ビ
ー
に
障

害
者
週
間
啓
発
用
ポ

ス
タ
ー
を
掲
示
し

て
、
障
害
及
び
障
害

者
に
対
す
る
関
心
・

理
解
を
深
め
、
周
知

し
て
い
る
。

　

今
後
も
、
取
り
組

み
を
継
続
し
て
い
く
。

Q
障
害
者
権
利
条
約

に
つ
い
て
、学
び
・

考
え
る
機
会
を
設
け
て
は

ど
う
か
。

A
生
活
福
祉
部
長

　
　

現
在
の
と
こ
ろ
、
考

え
て
い
な
い
。

＼一般質問／

Q A&

もっと理解を深めよう

Ｑ
・
障
害
者
の
理
解
促
進
・
啓
発
を

Ａ
・
懸
垂
幕
を
掲
げ
る
な
ど
で

　
　

周
知
し
て
い
く

とよやま議会だより　No.135　平成28年2月1日11

定
例
会
あ
れ
こ
れ

ト
ピ
ッ
ク
ス

一
般
質
問

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

視
察
報
告

議
会
用
語

追

跡



新成人にインタビュー

① あまり実感はありませんが、運転免許、飲酒、選挙権など社会人として
の責任を感じています

② 大学のチームで化学製品を開発したいです

③ 10年後は想像できないので、今をしっかり堅実に生きていれば、今よ
り成長した自分がいると思います

④ 名古屋に近いところです

⑤ 通勤時間に渋滞する伊勢山の交差点の改善

⑥ グローバル化により自動化・機械化が進んでいて、何もスキルがないと
社会に取り残されることをニュースで聞き、危機感を抱いている

⑦ 育ててくれて、ありがとう！

① あまり実感はないけれど、いろいろなことに責任をもたなければいけな
いと思います。

② 小学校とか中学校にみんなと行きたいです

③ 社会人として立派に働いていてほしいです

④ 町民の仲が良く、地元を誇りに思っているところ

⑤ 駅がほしいです

⑥ 悪質な事件などが多いので、もっと明るい社会になってほしいです

⑦ 心配かけることばかりだけど、一生懸命育ててくれてありがとう！

◆ 質問内容 ◆
　　① 成人式を迎えた感想　　② 今やってみたいこと　　③ 10年後の自分　　④ 豊山町のいいところ
　　⑤ 豊山町や議会への要望　⑥ 今の日本について　　　⑦ 育ててくれた親に一言

渡邉　将太さん

林　実沙紀さん
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事
前
に
通
告
し
た
15
項
目
の
質
問
に
丁
寧
に
お
答
え
頂
い
た
。
主
な

点
は
、　

①
ド
ラ
イ
シ
ス
テ
ム
採
用
は
、
国
の
衛
生
管
理
基
準
に
基
づ
き
運
用
し
、

調
理
時
の
細
菌
防
止
と
な
っ
て
い
る
。

②
献
立
作
成
に
関
し
て
は
、
県
栄
養
士
を
中
心
に
、
栄
養
士
、
管
理
栄

養
士
の
綿
密
な
連
携
の
も
と
、
４
調
理
場
か
ら
現
場
の
12
人
を
交
え

て
、
作
成
会
議
を
開
催
し
て
い
る
。

③
食
材
の
仕
入
れ
先
は
２
年
ご
と
に
更
新
、
現
在
、
39
事
業
所
と
取
引
。

④
残
滓
（
ざ
ん
さ
）
を
炭
酸
ガ
ス
と
水
に
分
解
す
る
消
滅
型
処
理
機
を

備
え
、
太
陽
光
発
電
設
備
も
設
置
。

⑤
米
飯
は
週
３
・
５
回
、
パ
ン
は
１
回
、
麺
は
０
・
５
回
︵
２
週
で
１
回
︶

提
供
。
ア
レ
ル
ギ
ー
食
は
、
現
在
市
内
全
校
の
卵
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応

食
だ
け
を
東
部
調
理
場
で
ま
と
め
て
調
理
し
て
い
る
。

⑥
食
育
推
進
事
業
は
様
々
な
形
で
実
施
。
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
、
親
子
料

理
教
室
、
ホ
テ
ル
の
シ
ェ
フ
に
よ
る
本
格
的
な
味
覚
授
業
等
。

小
中
学
校
合
わ
せ
て
１
３
８
１
人
の
豊
山
町
と
は
比
較
に
な
ら
な
い

大
規
模
給
食
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
。
建
て
替
え
を
予
定
し
て
い
る
当
町
の

給
食
セ
ン
タ
ー
も
、
他
の
良
い
点
を
取
り
入
れ
て
、﹁
安
全
で
お
い
し

い
給
食
﹂
を
追
求
し
続
け
た
い
。

い
な
べ
市
に
お
け
る
取
り
組
み
は
、
予

防
サ
ー
ビ
ス
の
介
入
、
活
動
的
な
高
齢
者

に
は
支
援
メ
ニ
ュ
ー
の
担
い
手
に
な
っ
て

も
ら
う
、
互
助
の
関
係
を
作
る
予
防
重
視

型
シ
ス
テ
ム
で
あ
っ
た
。

ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、

ボ
ー
ル
体
操
な
ど
を
取
り
入
れ
た
介
護
予

防
体
操
を
①
拠
点
コ
ー
ス
②
集
会
所
コ
ー

ス
③
元
気
リ
ー
ダ
ー
コ
ー
ス
の
３
つ
の

コ
ー
ス
で
行
う
。

元
気
リ
ー
ダ
ー
コ
ー
ス
を
卒
業
し
た
高

齢
者
が
、
地
域
で
主
体
的
に
運
営
す
る
﹁
通

い
の
場
﹂﹁
居
場
所
﹂
を
作
り
、
地
域
づ
く

り
の
活
性
化
に
も
な
っ
て
い
た
。

豊
山
町
も
、
健
康
な
方
を
よ
り
健
康
に
、

ま
た
健
康
な
ま
ま
で
い
て
い
た
だ
く
よ
う
、

こ
の
シ
ス
テ
ム
を
取
り
入
れ
る
べ
き
と
感

じ
た
。

総務文教委員会

福祉建設委員会

≪ 視 察 報 告 ≫

三重県いなべ市「元気づくりシステム」
平成 27 年 10 月 23 日（金）

大規模な厨房設備　春日井市東部調理場で 8 千食の調理
平成 27 年 11 月２日（月）
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～第3回～

議会広報編集委員会研修報告
身近な議会広報へ

　平成27年10月20日（火）、21日（水）に東京の
シェーンバッハサボーで開催された町村議会主催の広
報研修会に、服部正樹と山本亮介が参加しました。
　この研修を通して、豊山町の議会広報をより身近な
ものにするためのヒントを得ました。「わかりやすい
文書」の作り方や「見やすい誌面」の作り方、「町民
と共に作る議会広報」のあり方などを学びました。
　これからの社会の担い手である町内の新成人の紹介、読み手が分かりやすいインデックスな
ど、今回の研修で学んだことをさっそく生かしました。
　これからもより身近な議会広報を目指し、頑張っていきますので、よろしくお願いします。
　皆さんの議会広報へのご感想・ご意見をお待ちしております。

一問一答方式（いちもんいっとうほうしき） 
　質問し、これに答弁し、次いで質問、答弁という形式で同一質問者と答弁者の
間で問答を続けることをいうんだよ。

傍聴（ぼうちょう） 
　開催中の議会定例会などを議場へ行きその場で聞くことをいうんだよ。

皆さんに議会用語を
分かってもらえるように…
議会運営の用語を中心に
僕が分かりやすく
解説していくよ～
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追跡追跡 あの時の

あの質問
どうなったあの答弁

プロジェクションテレビの交換を

答 弁

学校給食の食材は安全か

26年12月議会の質問を追跡した

社会教育センター２階に設置されて
いるプロジェクションテレビの映像
と音声が非常に悪い。早急な交換を

たびたび危険な事件を起こしている

中国食材は安全とは言えない。なぜ、

中国産を使用しているのか

更新を検討する

どうなった

答 弁

どうなった

安全性を確保する
このテレビは15年以上経過して
いることから、更新時期を今後検討
する

学校給食会の乾燥ひじきは、原材料
として中国産ひじきを使用している
が、27年度より国内産ひじきを使
用する

６月に交換をした 国内産使用に努めている

27年６月に42型液晶テレビと交
換をした

外国産については、オレンジ、グリー
ンピース等で、極力国内産の使用に
努めている

栄養を考えたメニュー新しくなったテレビ
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